
□一般会計 総額
(以下単位はすべて千円）

1 75,993

2 △ 493,820

3 193,727

4 15,000

5 176,879

6 △ 255,046

7 1,169,200

1 13,411

2 15,000

3 760,000

4 177,496

5 914,770

6 206,489

7 △ 470,676

8 △ 102,821

9 △ 256,655

264,497,000

国有提供施設等所在市町村助成交付金

繰越金

県支出金

寄附金

＊歳入予算の主なもの

国庫支出金

＊歳出予算の主なもの

消防車両購入費
(警防課)

　防衛施設周辺消防施設整備補助金の追加交付に
伴い、平成29年度購入予定のはしご自動車を前倒
しして購入するもの

畜産振興対策事業
(農政課)

 執行残額について整理するもの

　国の補正予算における畜産・酪農収益力強化整
備等特別対策事業の施設整備事業として、収益力
強化や環境・防疫対策のための施設整備に対し補
助するもの

市債

諸収入

主　な　内　容

　暮らし潤いさがみはら寄附金への寄附額が見込
みを上回ることから、基金への積立額等を増額す
るもの

　過年度に受け入れた国庫支出金の返還金等が当
初の見込みを上回ることから増額するもの

相模原麻溝公園用地購入事業
(公園課)

防災情報通信関連経費
(緊急対策課)

　国の補正予算を活用し、大規模災害発生後の情
報集約、罹災証明発行等を効率的に行う被災者支
援システムを整備するもの

　土地開発公社が取得した用地の一部を買戻しす
るもの

平成２８年度３月補正予算(Ｎｏ．２)の概要

補正額の財源内訳

特定財源

656,000 265,153,000 342,600

補正額

　国の補正予算を活用した被災者支援システムの整備、畜産振興対策、はしご
自動車の購入等について補正予算を計上するとともに、執行残額の整理、継続
費、繰越明許費、債務負担行為の補正等を行うもの

補正前

313,400

６５６，０００千円

補正後
一般財源

財務事務運営費
寄附金積立基金積立金
(財務課)

精算返還金及び市税外過誤納還付金
(財務課)

企業誘致等推進事業
(産業政策課)

当麻宿地区土地区画整理事業
(当麻地区拠点整備事務所)

道路改良事業(箇所指定)
(道路整備課)
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1 総　額

期　間

内　容

1

(緊急対策課) 13,411

2

(区政支援課) 53,983

3

177,496

4

(交通政策課) 3,600

5

(警防課) 206,489

6

(障害政策課) 110,800

7

(中央土木事務所) 3,996

8

725,044

9

(緑土木事務所) 70,150
10

(河川課) 37,000

11

(リニア駅周辺まちづくり課) 49,856

12

(道路整備課) 106,203

13

(公園課) 31,531

1
限度額　2,557,448千円→1,900,957千円

期　間　平成28年度から平成33年度まで

消防車両購入費

相模総合補給廠共同使用区域整備事業

都市計画道路等整備事業
(県道５２号(相模原町田)道路改良事業ほか４)

橋りょう長寿命化事業
(城山大橋橋りょう修繕耐震補強工事ほか１)

準用河川鳩川改修事業

道路改良事業
(市道相原７６号道路改良事業ほか２)

障害者施設設置運営等対策事業

道路維持管理経費(路面復旧負担金)

(リニア駅周辺まちづくり課、
 道路整備課)

広域交流拠点推進事業

　神奈川県との協議に日時を要したため、年度内
の完了が困難となったもの

　神奈川県の２月補正予算を経て国から補助金が
交付されることに伴い、年度内の執行が困難であ
るもの

　国との協議に日時を要したこと及び入札不調に
より、年度内の完了が困難となったもの

バス対策事業

戸籍住民事務運営費

(生涯学習課)

平成27年度から平成28年度まで

【事業の進捗に伴う総事業費等の変更】

637,300千円　→　620,446千円

　国庫予算の繰越明許費設定に伴い、本市予算も
繰越しをするもの

　国庫予算の繰越明許費設定に伴い、本市予算も
繰越しをするもの

相武台まちづくりセンター・公民館整
備事業

＊継続費の補正

　本３月補正予算により実施することに伴い、年
度内の完了が困難であるもの

　鉄道事業者等との協議に日時を要したため、年
度内の完了が困難となったもの

　米陸軍との設計協議における負担合意書の締結
に日時を要したため、年度内の完了が困難となっ
たもの

　神奈川県警、河川管理者等との協議に日時を要
したため、年度内の完了が困難となったもの

【関係機関との協議を原因とするもの　８件】

　下水道整備に併せて実施する道路舗装工事につ
いて、神奈川県警等との協議に日時を要したた
め、年度内の執行が困難となったもの

　神奈川県警、河川管理者等との協議に日時を要
したため、年度内の完了が困難となったもの

＊繰越明許費の設定(１３件)

事業費の減額、年割額の変更

【国庫補助の追加交付等に伴い事業を実施するもの　５件】

　工事完了に伴う損失補償の交渉に日時を要する
ため、年度内の執行が困難であるもの

　本３月補正予算により実施することに伴い、年
度内の完了が困難であるもの

畜産振興対策事業

防災情報通信関連経費

(農政課)

＊債務負担行為の補正

主　な　内　容【変更】

　契約金額の確定及び事業者の変更に伴い、限度
額を減額するもの

中学校完全給食推進事業(平成28年度設定分)

繰越額

繰越額

繰越額

繰越額

繰越額

繰越額

繰越額

繰越額

繰越額

繰越額

繰越額

繰越額

繰越額
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□国民健康保険事業特別会計（事業勘定） 総額　　１００，０００千円

1 100,000

□介護保険事業特別会計 総額　　△１５，０００千円

1 △ 20,000

2 5,000

□麻溝台・新磯野第一整備地区土地区画整理事業特別会計

1

783,536

□簡易水道事業特別会計 総額　△１２４，０００千円

1 △ 124,000

1

120,000

□公共用地先行取得事業特別会計 総額　　２３０，０００千円

1 230,000

1

177,859

□公債管理特別会計 総額　　２３０，０００千円

1 230,000

1 493,737

2 3,437

3 △ 86,000

1 総　額

内　容
地下支障物件に対応するための期間の延長、
年割額の変更及び総事業費の減額

主　な　内　容

主　な　内　容

主　な　内　容

道路用地取得事業費
(都市計画道路相模大野線ほか４)

＊歳出予算

　公債管理特別会計繰出金　　　 　　230,000

　国庫補助金の追加交付により実施することに伴
い、年度内の完了が困難となったもの

　契約済の土地における支障物件の除却について
年度内の完了が困難となったもの

介護認定審査会経費など
＊歳出予算

　国庫補助金の交付決定額に合わせ予算額を減額
するもの

＊繰越明許費の設定

共同事業拠出金 　高額医療費共同事業拠出金　　　　 100,000
主　な　内　容

主　な　内　容
　執行残額について整理するもの

＊繰越明許費の設定
土地区画整理事業費

　関係機関等との協議に日時を要したため、年度
内の完了が困難となったもの

県支出金返納金
　過年度に受け入れた県支出金の返還金が当初の
見込みを上回ることから増額するもの

＊歳出予算

520,000千円　→　500,000千円

(変更後)平成27年度から平成29年度まで

公債費 　減債基金積立金　　　　　　 　　　230,000

＊支出予算
□下水道事業会計

主　な　内　容

農業集落排水事業費用

(変更前)平成27年度から平成28年度まで

公共下水道事業費用

公共下水道資本的支出

＊継続費の補正

【工事箇所の諸条件による期間等の変更】
相南地区雨水幹線整備事業

期　間

　雨水貯留浸透施設を下水道事業会計から一般会
計へ移管することによる資産減耗費の増額、継続
費補正による年割額等の変更等をするもの

＊歳出予算

繰越額

繰越額

繰越額

公債費
＊歳出予算

＊繰越明許費の設定
藤野簡易水道整備費(篠原浄水場新設工事)

藤野簡易水道整備費
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